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薬学部は、科学の進歩に伴う医療の高度化、少子高齢化社会における地域医療連携
と国民の健康維持・増進という観点から、社会や医療現場の期待に応え、地域住民
や個々の患者のニーズに対応できる薬剤師の養成を目指している。卒業時の学習成
果（アウトカム）として以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者
に対して学位を授与する。
1. 医療人として温かい人間性と高い倫理観を持ち、他者の尊厳や人権等に配慮した
利他的な観点で共感的に誠実で素直に行動し、自己研鑽に努め、あわせて次世代
を担う人材の育成を行うことができる。

2. コミュニケーション力により患者、患者の家族、医療チームのメンバー等と信頼
関係を築き、専門職連携を通して、患者中心の視点でチーム医療に参画できる。

3. 医薬品の物理的・化学的特性を考慮し、法規・制度や社会環境等に配慮し、求め
られる医療に必要な医薬品の調製と取扱いを適正に行うことができる。

4. 科学的な根拠の下に医薬品等が生体に及ぼす影響を理解し、患者個人の背景を尊
重した適切で効果的な薬物治療を実施できる。

5. 地域における保健・医療・福祉の資源を把握・活用し、地域医療連携を通して、
地域住民の健康維持・増進を支援できる。

6. 基礎、臨床および社会薬学領域での研究の意義を理解し、医療における問題点を
科学的・論理的に考え、薬学的視点から問題解決を推進する姿勢を示すことがで
きる。

帝京大学薬学部 ディプロマ・ポリシー



帝京大学薬学部 卒業研究の期間
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卒業時の学習成果（アウトカム）のコンピテンシー
領域6.科学的探究心 （文科省の10の資質 研究能力、基礎的な科学力）
1) 薬学的発見の基礎となる研究の概要を把握する。
2) 科学的研究で明らかになった新しい知見、高度先端医療を説明できる。
3) 未知、未解決の薬学的問題あるいは科学的問題を発見し、解決に向けて取り組
むことができる。

4) 英語により薬学、医療における情報を入手し、発信する意欲を持つ。

DP6. 基礎、臨床および社会薬学領域での研究の意義を理解し、医療における問題点を
科学的・論理的に考え、薬学的視点から問題解決を推進する姿勢を示すことができる



目的

薬学教育における学士力の醸成において、卒業研究

の役割は重要である。とりわけ卒業研究プロセスの中
で磨くことができる「正しい情報を調べる力」、「論
理的思考に基づいた問題解決能力」、「プレゼンテー
ション能力」は、社会で活躍するための基盤となる能
力である。また、薬剤師がリサーチスキルを持ち、医
療に役立つエビデンスを構築することが求められてい
る。しかしながら、卒業研究指導は各教員の経験に基
づいて行われ、十分なスキル醸成ができているとは言
い難い。本研究では、これら３つの力の向上を目指し
て、薬学卒業研究における実践的な評価尺度を構築す
ることを目的とする。



期待される効果

「正しい情報を調べる力」、「論理的思考に基づいた
問題解決能力」、「プレゼンテーション能力」向上の
ための行動要素に基づいて主観評価を実施することで、
学生は行動目標が明確になるのと同時に、学生自身が
スキル上達度を把握しながら卒業研究に取り組むこと
が可能となる。

教員としては、指導ポイントを教員間で共有でき、
一貫した評価が可能になるとともに、学生の経時的な
到達度を把握することができ、各学生のスキルに応じ
た教授法の改善に役立つ。



方法

「正しい情報を調べる力」、「論理的思考に基づい

た問題解決能力」、「プレゼンテーション能力」を向
上させるための具体的な行動要素について研究者間で
ブレインストーミングを行い、それぞれの経験や先行
研究成果に基づいて、能力評価の指標となる行動要素
をKJ法により抽出・整理した。
次に抽出・整理された行動要素の到達度を6段階で主

観評価するための質問肢を作成し、行動要素の到達度
の調査票を作成した。
作成した調査票を用いて、薬学部製剤学研究室およ

び薬学教育研究センターの配属4年生12名と5年生12名
計24名を対象として評価を実施し、調査票のブラッ
シュアップを行った。



結果

「正しい情報を調べる力」向上のための行動要素抽出

30個の行動要素を抽出



結果

「正しい情報を調べる力」向上のための行動要素抽出

行動要素を５つにグループ化



1．知りたい情報を把握する能力
 明らかにされていること・されていないことを明確に
分けられる

 何を調べたいのか明確にできる

2．調べたい情報に関連するキーワードを抽出するスキル

 調べたい情報にたどりつくための適切なキーワードを
取捨選択できる

3．調べたい情報を入手するスキル

 適切な検索ツールを用いて調べたい情報を入手できる

4．調べたい情報を吟味する能力

 情報源の信頼性を評価できる

5．情報を整理・統合するスキル

 入手した情報の正確性を評価できる

「正しい情報を調べる力」向上のための行動要素抽出



「論理的思考に基づいた問題解決能力」
向上のための行動要素抽出

41個の行動要素を抽出



「論理的思考に基づいた問題解決能力」
向上のための行動要素抽出

行動要素を４つにグループ化



1．リサーチクエスチョンや課題を抽出する能力
 研究テーマに基づいて集めた情報から未解決の研究課
題を見つけられる

 未解決の研究課題を解決しうる研究仮説をたてられる

2．リーサーチクエスチョンを解決する方法を組み立てる能力

 研究仮説を証明するための実現可能な方法・手順をた
てられる

3．結果を読解する能力

 得られた結果の信頼性・妥当性を検討できる
 得られた結果から研究仮説を検証できる

4．結果の意味付けができる能力

 得られた結果の価値を見出せる

「論理的思考に基づいた問題解決能力」
向上のための行動要素抽出



「プレゼンテーション能力」向上のための行動要素抽出

53個の行動要素を抽出



「プレゼンテーション能力」向上のための行動要素抽出

行動要素を４つにグループ化



1．発表コンテンツの作成スキル
 発表内容を聞き手・読み手に合わせて精選できる
 全体の構成（背景、目的、方法、結果、考察、結論）を
一貫性があるように組み立てられる

2．ポスターの見せ方のスキル

 適切な資料（図表・文字の表記・配置）を作成できる

3．口頭発表のスキル

 適切な発表（身だしなみ、視線・姿勢の向け方、スピー
ド・間、表情、声の大きさ、ジェスチャー）ができる

4．聞き手・読み手に合わせた伝え方のスキル

 聞き手・読み手に応じた発表ができる

「プレゼンテーション能力」向上のための行動要素抽出



薬学卒業研究で伸ばしたい能力の調査票
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明らかにされていること・されていないことを区別できる 0 4 11 2 4 3

何を調べたいのか明確にできる 0 4 17 1 2 0

調べたい情報にたどり着くための適切なキーワードを

取捨選択できる
1 5 14 2 2 0

適切な検索ツールを用いて調べたい情報を入手できる 1 3 11 5 4 0

情報源の信頼性を判断できる 0 3 11 8 2 0

入手した情報の正確性を評価できる 0 0 10 10 3 1

正しい情報を調べる力

薬学卒業研究で伸ばしたい能力の調査
対象：製剤学研究室および薬学教育研究センター配属
5年生12名,4年生12名 計24名（2019年8月-2020年1月）

正しい情報を調べる力

平均得点： 36点満点中21.9点

平均得点率：61％

上位3段階到達者割合の平均値：66％
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研究テーマに基づいて集めた情報から未解決の研究課題を

見つけられる
0 1 8 9 5 1

未解決の研究課題を解決しうる研究仮説をたてられる 0 1 6 7 5 5

研究仮説を証明するための実現可能な方法・手順を

たてられる
0 0 5 11 3 5

得られた結果の信頼性・妥当性を検討できる 0 1 10 9 1 3

得られた結果から研究仮説を検証できる 0 1 10 7 4 2

得られた結果の価値を見出せる 0 0 9 9 4 2

論理的思考に基づいた

問題解決能力

薬学卒業研究で伸ばしたい能力の調査
対象：製剤学研究室および薬学教育研究センター配属
5年生12名,4年生12名 計24名（2019年8月-2020年1月）

論理的思考に基づいた問題解決能力

平均得点： 36点満点中17.9点

平均得点率：50％

上位3段階到達者割合の平均値：36％
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発表内容を聞き手・読み手に合わせて精選できる 0 3 11 5 4 1

全体の構成（背景, 目的, 方法, 結果, 考察, 結論）を一貫性

があるように組み立てられる
0 1 13 4 6 0

適切な資料（図表・文字の表記・ 配置）を作成できる 0 2 5 12 5 0

適切な発表（身だしなみ, 視線・姿勢の向け方, スピー

ド・間, 表情, 声の大きさ, ジェスチャー）ができる
0 2 8 8 5 1

聞き手・読み手に応じた発表ができる 0 2 8 8 5 1

プレゼンテーション能力

薬学卒業研究で伸ばしたい能力の調査
対象：製剤学研究室および薬学教育研究センター配属
5年生12名,4年生12名 計24名（2019年8月-2020年1月）

プレゼンテーション能力

平均得点： 30点満点中16.4点

平均得点率：55％

上位3段階到達者割合の平均値：46％



薬学卒業研究で伸ばしたい能力の調査
対象：製剤学研究室配属5年生5名
（2019年8月、11月、2020年2月）
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まとめ・今後の展望
• 本研究で、薬学卒業研究で伸ばしたい3つの能力の実
践的な主観評価尺度を作成し、到達度の測定が可能
であることが示された。

• 現在、薬学部生100名強を対象にした評価を実施中で、
薬学卒業研究で伸ばしたい能力の評価尺度の信頼性
と妥当性の検証とともに、

評価尺度を活用して教授・学修活動を改善
↓

薬学卒業研究における教育効果アップ!
↓

研究力を備えた次世代薬剤師を輩出！
↓

薬剤師が医療に貢献するエビデンスを
構築する社会を実現！



• 黄倉 崇,中谷 絵理子,赤下 学 (帝京大学 薬学部 製剤学研究室)
• 岸本 成史 (帝京大学 薬学部 薬学教育研究センター)
• 砂見 緩子 (帝京大学 医療技術学部 看護学科)
• 安岡 高志 (帝京大学 高等教育開発センター)

スタディスキル向上のための評価尺度開発
‐薬学卒業研究における教授・学修活動の改善と評価‐

 学修成果の数値化・見える化で、授業実践が研究活
動となることの気付き（研究vs教育から、研究と教
育が両輪となることへの意識変化）

 学修成果を確認しながら、柔軟に授業を実践できる
楽しさの発見

 製剤学研究室配属学生が、卒業研究として本教育研
究に取り組んでくれることのよろこび

SoTLプロジェクトに参加して

 共同研究者の先生方、高等教育開発センターの皆様、
SoTLコミュニティの先生方に感謝




